第16号様式（第41条関係）その１

	
指 定 作 業 場  　　　届 出 書

○年　○月　○日

稲　城　市　長　あて

住所　東京都稲城市大丸５０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　稲城クリーニング

氏名 代表取締役　稲 城　太 郎    

（法人にあっては名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）


都民の健康と安全を確保する環境に関する条例         の規定により、関係書類を添えて、

次のとおり届け出ます。

既設置番号等

設置番号・年月日

第　　　　　号          　年　　　月　　　日

変 更 事 由

1

指定作業場

の　種　類

2

作業の

方法

3

建物・施設の

構造又は配置

4

ばい煙等の

防止の方法

指定作業場の名称

有 限 会 社　　稲 城 ク リ ー ニ ン グ

指定作業場の所在地

東 京 都 稲 城 市 大 丸 ５０００
指定作業場の種類

ク リ ー ニ ン グ 業

病院に

あっては

病床数

床

地域等

用　途　地　域

水　域

準 工 業 地 域
多 摩 川 水 域
自動車の出入口が

接する道路の幅員

  ４　ｍ

50メートル以内の学校・図書館・病院・診療所・保育所・特別養護老人ホームの所在位置
△別紙（　）のとおり

作　業　時　間

午前８　時から        午後７　時まで（　　１１　時間）

工事着工予定

○　年　○　月　○　日

工事完成予定

△　年　△　月　△　日

従業員数

（常用雇用者数）

             ○人

（　　　　　　　○人）

廃　止　予　定

年　　月　　日

連絡先

所　 属　　　○○○部○○課
氏　 名      稲城太郎                  電話番号　　　３７８－２１１１
ﾌｧｸｼﾐﾘ番号   ３７８－３３１０       電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

※受付欄

備考  １　※の欄には、記入しないこと。

 　　   ２　△印の欄には、届出書に添付する各別紙に一連番号を付けた上、該当する別紙の番号を記入すること。

     　 ３　変更届として使用するときは、「指定作業場の名称」及び「指定作業場の所在地」以外の欄には、 変更のある欄のみ記入する

こと（添付する別紙についても同じ。）。

        ４　「指定作業場の種類」の欄には、条例別表第２に掲げる指定作業場のうち該当するものを記入すること。

        ５　「用途地域」の欄には都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域を、「水域」の欄には条例別表第７　４の部の付表の水域細区分の欄に掲げる水域を記入すること。

        ６　「診療所」は、患者の収容施設を有するものに限る。


（日本産業規格Ａ列４番）
その2
	敷地・建物の状況

建物・施設の配置

△別紙（　　）のとおり

敷地面積

（㎡）

８６.０　㎡

作業場の棟別構造・面積

棟の名称

用途

作業場 兼 住居

階数

２ 

構造

木造モルタル

建築面積

（㎡）

５１.０３ 

作業場面積

（㎡）

４３.７４ 

主たる施設の能力等

種類


公称能力

動力（ｋＷ）

     施設表のとおり

台数

別紙番号

構造・使用の方法

△別紙（　　）のとおり

事業場で取り扱う

有害ガス又は有害物質

テトラクロロエチレン

作業の方法


公害防止の方法

· パークドライ機には溶剤回収装置を連結

· ボイラー煙突ＧＬＯｍ、低騒音型、燃料灯油使用

· 油水分離槽から出る水は、ばっ気処理後、下水道に放流

· 窓、アルミサッシ網入りガラス

· 作業中開口部閉鎖、クーラー設置
備考　１　「建物・施設の配置」の欄及び「構造・使用の方法」の欄の別紙は、施行規則別記第16号様式の別　　紙のうち、該当する様式を使用すること。

　　　２　「事業場で取り扱う有害ガス又は有害物質」の欄には、条例別表第３の各号に掲げる物質又は別表　　　　　第４の各号に掲げる物質のうち事業場で取り扱っているものを記入すること。


	施　　　設　　　表

	番号
	施設の種類
	型　式
	公称能力
	モーター電力
（ｋＷ）
	その他の電力

（ｋＷ）
	既設
	新設
	廃止

	１
	ドライ機
	
	
	２.０５
	
	
	○
	

	２
	回収機
	
	
	０.４　
	
	
	○
	

	３
	プレス機
	
	
	６.１　
	
	
	○
	

	４
	包装機
	
	
	０.２　
	（H）０.８
	
	○
	

	５
	人体ﾌﾟﾚｽ機
	
	
	０.２　
	
	
	○
	

	６
	水洗機
	
	
	０.４　
	
	
	○
	

	７
	脱水機
	
	
	０.７５
	
	
	○
	

	８
	ボイラー
	
	
	０.５　
	
	
	○
	

	９
	乾燥機
	
	
	０.８　
	（H）２.０
	
	○
	

	１０
	ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
	
	
	０.７５
	
	
	○
	

	１１
	袖山ﾌﾟﾚｽ機
	
	
	１.８　
	
	
	○
	

	１２
	ｽﾞﾎﾞﾝﾌﾟﾚｽ機
	
	
	０.３　
	
	
	○
	

	１３
	クーラー
	
	
	２.２　
	
	
	○
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	

	参考事項
	
	
	施設 １４.２５

クーラー ２.２
	（H）　２.８


備考　１　「番号」は配置図の施設番号と一致させ、1施設ごとに1行に記入すること。

      ２　「その他の電力」は熱源(H)、光源(L)、電解(E)等を記入すること。

      ３　「既設」「新設」「廃止」は前の届出または認可を基準とし○印を記入すること。

　　　４　「合計」は「廃止」のものは除き、「既設」と「新設」の電力の計を記入すること。

別紙７

	めん類製造場、豆腐又は煮豆製造場

 砂利採取場及び　　　　を有する事業場

施設の種類・名称・型式・

構造・主要寸法（ｍ）

パークドライ機

○○パーマックＭＰ５０００Ｄ

１８７５×１１９５×２０１０
○○洗たく機

自動洗たく機

１４５０×８７０×１４３０
１日の使用時間・

１月の使用日数

午前８　時 ～   午後２　時

　　　　　　２５　日／月

午前８　時 ～   午後２　時

　　　　　　２５　日／月

季節変動

なし

なし
原材料の種類・１日の

使用量・使用方法

テトラクロロエチレン

　　４ℓ／日
合成洗剤　０.２ｋｇ／日
排水量（m3／日）

２㎥／日

汚水の水質

水素イオン濃度

（ｐＨ）

処理前

処理後

生物化学的

酸素要求量

（㎎／）

処理前

処理後

浮遊物質量

（㎎／）

処理前

処理後

その他の項目

（　　　　）

処理前

処理後

汚水処理施設

種類

能力

m3／日

m3／日

処理方法

△別紙（　　）のとおり
処理汚泥

発生量

処分方法

参考

　　　市下水道課に特定施設設置届出済
  備考　　「汚水の水質」欄のうちの「その他の項目」の欄には、条例別表第７　４の部(1)の表の(1)から(26)　　　　　までに掲げる各項目、同別表　４の部(2)イ(ｴ)の表の(8)から(15)まで及び(17)の項目並びに窒素含有量         及び燐含有量のうち、当該指定作業場から排出されるもの全てを記入すること。また、（　）には、

単位を記入すること。


（日本産業規格Ａ列４番）
別紙目録
	番号
	図表内容
	備　　　考

	１
	案内図
	

	２
	各階平面図
	

	３
	施設配置図及び近隣関係図
	

	４
	立面図(東西南北)
	

	５
	カタログ
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	摘要
	


設　置





変 更





第８９条





第９０条





分　類





受　付





整　理





洗たく





渡　し





脱　水





乾　燥





仕　上





点　検





マーク付





洗 濯 施 設





パーク排水は、パークリーナ（ばっ気処理）


ばっ気後、ドライ回収装置に直結。








